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ょかわら ③ 、 
世 帯数 	13,888 

（昭和51年 9 月1 日現在）住民基本台張から 

男 25,143人

女 26,901人 

市 の 人 口 

52,044 人 

野鳥の観察会 （元町八幡宮に集合、毎月1回岩木川原一帯で1テなわれています） 

記 日 k 

九
月
六
日
（
 

ー
 
月
）
晴
。
 

登
庁
後
日
程

打
合
せ
、

提
案

理
由
説

明
書
に

目
を
通
し

て
の
 

一
 
ち
阿

部
商
工
観
 

光
課
長
か

ら
、
 

か
ね

て
指
示
し

て
い
た
津
軽
縦

貫
林

道
に

つ
い
て
、
昭
和
三
十

八
年
か
ら

現
在
ま
で

の
促
進
陳

情
、
請
願
等

の
あ
ゆ
み
の
ま
と

め
を
求
め
検
討
す
る
。
 

約
三
十

点
の
資
料

を
中
心
に

大
冊
も

の
と
な
っ
た
が
、

こ
れ

は
去
る
八

月
吉
田
新
青
森
営
林

局
長
の
着

任
を
契
機
に
、

期
成

同
盟
会

発
足
当
時
か

ら
の
事
情

を
知
悉
し

で
い
る
松
方
林

野
庁

長
官
の
も
と
で
、

総
A
ロ
的
な
計

画
の
見
直
し

を
し

て
豊
富
な
森

林
資
源
と
す
ぐ
れ
た
自
然
環
境

を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

そ
の

利
用
増
進
を
図

り
さ
ら
に

国
民

的
健
康
増
進
の

場
に
す
る
た
め
、
 

い
わ
ゆ
る
多
目
的
林
道
と
し

て

建
設
を

促
進
せ

ん
と
す
る
た
め

の
も
の
で

あ
る
。
 

十
時
二
十

五
分
議
A
ム
開
A
云
、
 

提
案

理
由

の
説
明
の
中
で

も
「
 

林
野
総
合

土
地
利
用
基
本
構
想
 

」
を

強
調
し

た
。
 

病
院
会

計
並
び

に
水
道
会
計

決
算
、
補
正
予
算
二
件
、
条
例
 

（案
）

二
件
、

こ
の
ほ
か
市
営

土
地
改
良
事
業
施
行
等
、

以
上
 
 

七
件
で

あ
る
が
、
 
一
般
A
云
計
で

は
八
四
、

三
七
二
千

円
を
追
加

補
正
し

た
結
果
、

予
算
総
額
は
、
 

」ハ
、五
三
〇
、六
九
〇
千

円
と
な

つ
た
。
 

昼
食
後
八
木

橋
建
設

課
長
、
 

堀
内
秘
書
室
室

長
と
県

庁

へ
。
 

ま
ず
川
口
自
然
保
護

課
長
に

老
人
憩
い

の
家
の
温

泉
利
用
に

つ
い
て
懇
請
し

た
。
ま
た
建
築

住
宅
課
の

横
浜
主
幹

と
A
ム
い
、
 

図
書
館
建
設
の

建
築
確
認
の

促

進
を
お
願
い
し

た
。

つ
ぎ
に
中

野
農
林
部
長
を
訪
ね

稲
作
冷

害

対
策
に

つ
い
て
ご
指
導
を
い

た

だ
く
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

北
五

地
方
の
九

月
一
日
現

在
の
作

況

指
数
は
九

十
七
で
、

も
し
も
今

後
の
気
温

の
降
下
が

一
日
当
り

平
年
比
摂
氏
〇
・
五

度
ど
ま
り

で
あ
れ
ば

ほ
ぼ
影
響
な
い
が
、
 

一
度
以
上
降

下
す
る
と
作
況
指

数
は
九
十
三
ま
で
下
が
る
見
込

み
で
あ
り
、
県
で
は

来
る
十
五

日
に
登
熟

の
状
況
調

査
を
し

て

対
策
を
ね

る
と

の
こ
と
で
あ
っ

た
。

い
ず
れ
に
し

て
も
今
後

の

天
候
の
好

転
を
祈
る
だ
け

で
あ

る
。
 

八
木
橋
建
設
課
長
を
県

庁
に

残
し
、

元
十
和
田
市
長

の
小
山

田
七
次
郎
氏
宅
に
お

く
や
み
に

参
上
す
る
。
 

途
中
の
作

況
は
相
当
深
刻
な

も
の
が

あ
る
よ
う
に

見
受
け
ら

れ
た
。
 

「
 

紘
l

ル
ー
乃
わ
 



②
 

（第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和51年（1976年）9月15日（384号） 

こ
の
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
、相
談
を
う

け
た
こ
と
等
を
こ

の
欄
で

述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
 

初
回
は
、
水
道
事
業
の

仕
組
み
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。
 

1
 
水
道
事
業
者
は
市
で
あ

如
 
る
こ
と
か
ら
、
道
路
や
学

校
と
同
じ
く
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
方
も

い
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
は
間
違
い
で
、
水
道

施
設
の
建
設
、
改
良
、
職

員
の
給
料
、
維
持
管
理
費

等
、
水
道
事
業
の
全
部
に

つ
い
て
税
金
は
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

借
金
の
元
金
や
利
息
な
ど

す
べ
て
水
道
料
金
か
ら
支

払
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 
（水
道
課
）
 

海
鐘
細
織
 

市
の
水
道
は
、
 
「
昭

和
二
年
二
月
給
水
開
始

の
実
を
挙
げ
た
り
」
と

あ
っ
て
、
給
水
世
帯
数

五
〇
三
戸
、
給
水
人
口

二
だ
七
三
人
と
記
録
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

五
〇
年
目
を
迎
え
た

今
日
、
給
水
世
帯
数
一

〇
、
四
一
四
戸
、
給
水

人
口
三
七
ご
五
六
人
に

達
し
、
さ
ら
に
毎
年
六

〇
〇
戸
、
人
口
で
二
〇

〇
〇
人
程
度
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
多
数

の
方
々
に
使
用
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
水

道
に

つ
い
て
案
外
知
ら

れ
て
な
い
こ
と
が
多
く
、
 水道事業の仕組み 

九
月
二
十
一
日
ー
二
十
七
日

ま
で
の

一
週
間
は
、
環
境
衛
生

週
間
で
す

o
 

こ
の
週
間
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
営

む
た
め
日
常
生
活
や
事
業
活
動

に
伴
っ
て
生
じ
る
ゴ
ミ
を
生
活

環
境
が
汚
染
し
な
い
よ
う
、
迅

速
か
つ
適
切
に
処
理
す
る
と
と

も
に
食
中
毒
や
伝
染
病
を
媒
介

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
ね
ず
み
、
 

ハ
エ
、
カ
な
ど
の
駆
除
を
効
果
 

的
に
実
施
す
る
た
め
の
全
国
的

な
運
動
で
す
。
 

こ
の
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
次
の
こ
と
が
ら
に
ご
協

力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
 
「清
掃
の
日
」
 
の設
定

九
月
二
十
四
日
は
全
国
的
に
 

「
清
掃
の
日
」
 
です
。
自
宅
や

事
業
所
の
周
囲
な
ど
生
活
環
境

の
清
掃
に
努
め
て
下
さ
い
。
 

▽
公
共
用
地
の
清
掃
の
徹
底

公
園
や
広
場
、
道
路
な
ど
、
 

公
共
用
地
の
清
掃
を
通
じ
、
公

衆
道
徳

e
高
揚
に
努
め
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

▽
ゴ
ミ
収
集
に
理
解
と
協
力

皆
さ
ん
の
排
出
す
る
ゴ
ミ
の

量
は
年
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

ゴ
ミ
は
、
 「買
わ
な
い
、
売
ら

な
い
、
造
ら
な
い
」
 
よう
に
す

る
と
と
も
に
、
自
家
処
理
の
可

能
な
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
自

家
処
理
に
努
め
ゴ
ミ
の
減
量
に

ご
協
力
下
さ
い
。
 

▽
し
尿
浄
化
槽
の
維
持
管
理

の
強
化
 

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
家
庭
、
事
業
所
は
、
放
流
水

を
十
分
観
察
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
専
問
業
者
に
清
掃
を
委
託
す
 
 

生
活
環
境
 

4
 

バ
ト
ロ

ー
ル
本部
わ
 4
 

住
み
ょ
い
 
ん

n
 

環
境
づ
く
り
に
 
で

5
 

あ
た
っ
て
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
 

・

v
 ▽

「
爆
音
器
」
 
の取
り
付
け

は
、
で
き
る
だ
け
住
宅
地
か
ら

離
し
て
下
さ
い
。
 

▽
 
「爆
音
器
」
は
、
夜
間
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
 

春の清掃運動（下平井町）で 

生活環境をきれいに 

21H 環境衛生週間です 

ー
「

爆

音
 
器

」
 
は
 

住
宅

地
か

ら
離
し

て
 
ー
 

稲
の
登
熟
期
に
入
り
、
ス
ズ
 

は
、
騒
音
の
た
め
赤
ち
ゃ
ん
や

メ
追
い
爆
音
器
の
使
用
が
盛
ん
 

病
人
の
安
静
の
妨
げ
に
な
る
な

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

ど
、
付
近
の
住
民
に
大
き
な
迷

し
か
し
、
 
「爆
音
器
」
を
使
 

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

o
 

用
す
る
場
所
や
時
間
に
よ
っ
て
 
「

爆
音
器
」
を
使
用
す
る
に
 

る
な
ど
、
適
切

な
維
持
管
理
に

努
め
て
下
さ
い
。
 

▽
衛
生
害
虫

の
徹
底
駆
除

ね
ず
み
や
カ
、
 

ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ

リ
、
家
ダ
ニ
な

ど
の
衛
生
主
員

は
個
々
の
駆
除

で
は
効
果
が
あ

が
り
ま
せ
ん
。
 

町
内
会
や
部
落

会
な
ど
で
共
同

駆
除
に
努
め
ま

し
よ
」
つ
。
 

都
市
計
画
に
関
す

る
地
元
説
明
会
 

市
で
は
、
広
田
住
宅
団

地
の
建
設
に
伴
う
広
田
地

域
の
都
市
計
画
用
途
地
域

の

一
部
変
更
と
都
市
計
画

墓
園
（
長
者

森
平
和
公
園
 

）
の
区
域
決
定
に
関
す
る

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開

き
ま
す
。
 

▽
と
き
 
九
月
十
七
日
 

（
金
）
 

▽
と
こ
ろ
 
産
経
会
館

四
階

（
市庁
舎
隣
り
）
 



「
 

ク末
長
く
健

や
か
に
  )
 

長
寿
夫

婦
を

顕
彰
 

, 
！ー～…、一 ・， 

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広

く
分
布
す
る
湿
地
性
の
一
年

草
で
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に

群
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

茎
の
上
部
に
あ
る
葉
の
つ
 

け
根
か
ら
、
紅
紫
色
の
柄
を

の
ば
し
、
金
魚
ね
ぶ
た
を
思

わ
せ
る
紅
紫
色
の
花
を

つ
り

下
げ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
の

変
わ
っ
た
花
形
で
あ
る
の
で

初
め
て
こ
の
花
に
接
す
る
誰

も
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
 

い
ま
す
。
 

和
名
の
 
「釣
船
草
」
は
、
 

花
の
形
が
帆
か
け
船
を

つ
り

下
げ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
来
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
仲
間
に
花
が
黄
色
な

の
と
白
色
の
も
の
が
あ
り
ま

す
が
前
者
を
キ
ツ
リ
フ
ネ
、
 

後
者
を
シ

ロ
ツ
リ
フ
ネ
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
市

内
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

" 

」
）
 

野
草
と
野
鳥
の
散
策
」
一
 

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
（
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
科
）
 

ー
‘
．!
"

！
 

、I
“
●
！“
!
 

？
、●・‘I
・●
●、
！
“
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・
、
I
、
・
・
、
ー
・
・
、
‘
、
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決 

勝 

団体戦組合せ 

市
主
催
の
こ
と
し
の
長
寿
夫

婦
顕
彰
式
は
、
さ
る
九
月
三
日

市
民
文
化
会
館
に
七
十
七
組
み

百
五
十
四
人
の
お
と
し
よ
り
を

招
待
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
顕
彰
式
に
招
か
れ
た

の
は
、
結
婚
し
て
五
十
年
以
上

の
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
七
十
七
 
 

歳
か
ら
七
十
五
歳
ま
で
の
八
＋

五
組
み
百
七
十
人
で
す
。
 

顕
彰
式
で
は
、
飯
塚
助
役
か

ら
「
ご
夫
婦
と
も
ど
も
末
長
く

健
や
か
に
お
過
し
く
だ
さ
い
」
 

と
励
ま
し
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
あ
と
、
顕
彰
状
と
め
お
と
茶

わ
ん
、
紅
白
ま
ん
じ
ゆ
う
な
ど
 
 

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
歌
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
来
賓
に
出
席
し
た
福

士
市
議
会
議
長
、
大
谷
市
老
人

ク
ラ
プ
連
合
会
長
ら
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
 

》
東
北
高

校
柔
道
大
会
 

「
 

2
5、2
6日
、五
一
中
体
育

館
で
 

飯塚助役から顕彰状を受けるおとしよりたち 

国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
も
い

う
べ
き
、
第
二
十
六
回
「
東
北

高
等
学
校
柔
道
大
会
」
は
、
九

月
二
十
五
、
二
十
六
の
両
日

（
 

土
、
日
）
午
前
九
時
半
か
ら
市

立
第

一
中
学
校
体
育
館
で
行
な

わ
れ
ま
す
。
 

出
場
校
は
、
各
県
選
抜
三
校

十
八
チ
ー
ム
で
、
本
県
か
ら
は

地
元
五
所
川
原
農
林
高
校
、
青

森
北
高
校
、
八
戸
光
星

学
院
高

校
が
出
場
、
と
く
に
五
農
高
は

優
勝
候
補
の
最
右
翼
に
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

個
人
戦
は
、
体
重
六
十
麓
以

下
を
軽
量
級
、
六
十
競

ー
七
十

鰭
ま
で
を
中
量
級
、
七
十
鰭
以

上
を
重
量
級
の
三
段
階
に
分
け

て
試
合
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

選
手
は
、
二
百
二
十
人
で
す
 
 

が
、
と
く
に

国
体
リ
ハ
ー
 

サ
ル
大
会
と

い
う
の
で
、
 

講
道
館
か
ら

細
川
熊
蔵
、
 

小
谷
澄
之
両

氏
が
来
五
、
 

役
員
、
係
員

四
百
人
が
動

員
さ
れ
ま
す
。
 

一
般
観
覧

席
は
、
体
育

館
の
二
階
だ

け
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の

で
、
お
早
目

に
ご
来
場
下

さ
い
。
前
年

度
優
勝
校
は
 
 

宮
城
県
代
表
、
仙
台
育
英
高
校

で
す
。
 

団
体
戦
の
組
合
せ
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

（
宮城
）
気
 
仙
 
沼
 高
 
校
 

（
岩
手
）
種
 
市
 

高
 
校
 

（
青森
）
五
所
田
原
農
林
高
校
 

（
秋
田
）
横
手
工
業

高
校
 

（
福島
）
平
 
工
 
業
 
高
 
校
 

（
岩
手
）
福
 
岡
 
高
 
校
 

（
山形
）
羽

黒
工
業

高
校
 

（
宮城
）
栗
 

原
 
高
 
校
 

（
秋
田
）
秋
 

田
 
高
 

校
 

（
岩手
）
龍
 

沢
 
高
 
校
 

（
山形
）
鶴
岡
工
業

高
校
 

（
福
島
）
若
杉

商
業

高
校
 

（福
島
）
大
 
沼
 

高
 
校
 

（
青
森
）
八
戸
光
星
学
院
高
校
 

（
宮城
）
東
 
北
 

高
 
校
 

（
青
森
）
青
 森
 
北
 
高
校
 

（
秋
田
）
合
 

川
 
高
 
校
 

（
山形
）
日
大

山
形

高
校
 

・

‘
ー
一
み
ん

な

の
ー

J
 

ー
 

健

康
教

室

」

L
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
を
次
の
日

程
で
開
き
ま
す
。
 

今
回
は
「
子
ど
も
の
発
熱
」
 

に
つ
い
て
。
 

▽
と
き
 
九
月
二
十

一
日
（
 

火
）
午
後
一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
 

（
市庁
舎
隣
り
）
 

▽
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

市政ダイヤル 

市政についての 

行事や予定は 

雷E4321 



④
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市
で
は
、
今
年
度

も
生
産
意
欲
を
促
進

す
る
た
め
、
次
の
共

励
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

＠
産
米
改
善
共
励
会

参
加
資
格
 

集
団
は
、
十
戸
以

上
で
三
名
を
も
っ
て
 

ー
チ
ー
ム
と
す
る
。
 

※
出
品
要
領
 

県
奨
励
品
種
で
坪

刈
審
査
と
す
る
。
 

申
込
み
締
切
り
は
、
 

九
月
二
十
三
日

＠
り
ん
ご
立
木
品
評

会
 

参
加
資
格
 

防
除
組
合
、
防
除

班
、
生
産
組
合
等
で
 

三
名
の
チ
ー
ム
出
品
と
す
る
。
 

※
出
品
要
領
 

ス
タ
ー
キ
ン
グ
、
デ
リ
シ
ャ
 

ス
、
ふ
じ
の
同

一
品
種
で
一
人
 

当
り
十
ァ
ー
ル
と
す
る
。
 

申
込
み
締
切
り
は
、
九
月
二
十
 

三
日
 

＠
堆
肥
共
励
会
 

参
加
資
格
 

堆
肥
生
産
農
家
で
、
三
人
ー
 

チ
ー
ム
と
す
る
。
 

※
出
品
要
領
 

一
人
当
り
、
二
十
ァ
ー
ル
以
 

上
の
稲
ワ
ラ
を
使
用
し
た
普
通
 

堆
肥
、
速
成
堆
肥
と
す
る
。
 

申
込
み
締
切
り
は
、
十
月
三
十
 

日
 

く
わ
し
く
は
、
市
農
林
課
ま

で
お
問
い
あ
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

農
林
課
よ
り
ー
 

お
知
ら
せ

L
 

⑨
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
五

十
二
年
度
か
ら
政
府
に
米
を
売

り
渡
す
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

m
五
十

一
年
に
新
規
開
田
し
、
 

五
十
二
年
に
作
付
す
る
も
の
。
 

②
現
況
が
田
で
あ
っ
て
も
、
登

記
地
目
が
畑
、
原
野
、
山
林
等

の
場
合
。
 

③
五
所
川
原
市
に
住
所
を
有
し

な
い
人
。
 

※
登
録
生
産
者
（
今
ま
で
米
を

売
り
渡
し
し
て
い
る
人
）
が
死
 

亡
し
た
場
合
は
、
必
ず
名
儀
変

更
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
税
完
納
表
彰
式
 

△
と
き
 
九
月
十
七
日
（
金
）
 

午
前
十
時
か
ら
 

△
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
ホ

ー
ル
 

△
演
芸
会
 
十
二
時
三
十
分
か

ら
各
地
区
代
表
に
よ
る
演
芸
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
 

な
お
当
日
は
、
演
芸
大
会
出

場
者
に
対
し
て
五
所
川
原
ロ

ー
 

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
参
加
賞
が

寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

通
学
路
 

押
す
な
 
走
る
な
 

ふ
ざ
け
る
な
 

／
 
市
に
大
根
を
贈
る

ー
 
IJ

ノ
 

／
司

ー
ブ
利”
舗
詔
割
刊

y
 

4
H
ク
ラ
ブ
つ
く
し
会

（川
 
と
し

よ
り
た
ち
か
ら
喜
ば
れ
ま

浪
豊
会
長
、

会
員
＋
三
人
）
は
 
し

た
。
 

さ
る
九
月
二
日
、
会
員
が
丹
精
 

お 

し 

ら 

せ 

又―共励会要領決まるーつ、 
	 米、りんご、堆肥 	、 

を
こ
め
て
収
穫

し
た
早
生
ダ
イ

コ
ン
百
五
十
本

を
市
に
寄
贈
し

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
会

員
の
意
向
を
く

ん
で
さ
っ
そ
く

市
立
老
人
ホ
ー
 

ム
 
「く
る
み
園
 

」
 
に届
け
、
お
 

秋の狂犬病予防注射と登録 
最近、犬の放し飼い、また未登録犬や狂犬病の予防注射を

していない飼い犬が多くなっています。 
登録や注射をしている犬でも放し飼いはできませんが、も

し未登録、注射していない犬が他人に被害を与えた場合、治
療費の請求はむろん、さらに 3 万円以下の罪金に課せられま
す。このため市では、予防注射、登録をおこないますので、 
愛犬家の皆さんのご協力をお願いします。 
淋詮は登 録 料 300円（年1回） 
、、 集合注射料 520円、 
， 巡回注射料 770円 I(1回分） （春秋 2回実施） 

注射済票 150円’ 

期 日 所
 

場
 

施
 

実
 

実施時間 

3
00
03
00
00
03
01
05
01
05
02
05
04
01
00
04
01
04
03
02
05
03
00
03
00
03
00
00
03
05
03
01
04
02
03
01
5
 0
04
02
03
00
04
03
0叩
0
04
04
04
05
02
05
03
03
00
00
00
05
00
00
00
02
03
00
00
0
 

1
01
11
11
21
31
31
41
41
01
01
11
11
21
31
41
01
11
11
21
31
31
41
01
01
11
11
21
31
39
1
01
11
11
2
 

0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

。
 

つJ
4
1
4
《J
・1
4
n乙
《
叫】り‘
0
っJ
り‘
!
bり
●Qu
にJ
り
‘
に
J
l
n。
o
q
。
1
4

・l
4
4
・
」n
'
u
o
d
'n‘
にu
 1

31
4
 1
01
01
11
21
31
31
41
01
11
11
21
39
1
01
01
11
21
01
11
21
31
11
21
51
01
11
41
6
 

験
数

誰
数
数
撒
数
誰
誰
数
数
数
識
数
数
 

9
1
01
11
11
21
31
31
4
 
9
1
01
11
11
21
21
3
9
1
01
11
11
31
31
49
1
01
01
11
11
21
39
1
01
01
11
11
31
3
 9
1
01
01
21
21
31
3
 9
1
01
11
21
29
1
01
01
11
19
1
01
11
29
1
11
39
1
01
31
4
 

前
前
前
前
う
・
前

？
う

ー
う
う
う
前
前
前

？
口
前
前
前
 
う
ー
ー
？
う
う
ー
前

前
前
前
前
前
前
前

前
前
前
う
前
前

ー
う
ー
前

？
ー
ー
？
前
前
前

、
？
う
前
前

前

ー
前
う
前
 

「
舞務
嚇
斧
」繊
弊
」」
マ慧
篇
雑
秤響
繰
慧
A
一
 

」
い
屯轟
い
（
「
讐
霧

集
声

熱
精
支「
鴛
雛

集
集門
「
支集
集
川
如
支
集
”
加
）
薦
暢

集
支精
叫護

市
言
藤
」
 

地
 

く
『
、
 
石
『
「
ー
く佐
石
坂
 
渋
開
 

尾
 

く
丸
部
け
く

ピ
 

詰
ー
 

川
ニ
 
」
ノ
「

団
ー
H
目
G

ー
く
 
ぐ
 
1
 

也
 
田

教
1
一
町
・
り
く
川
 

』
ゃ
実田
熱
山
引
「
」
”
剖

田
崎
詰

m山
野
田
島”
軸
伽
栄

富
沙飯
川井
曲
藻
和
好瀬旧
轟
元
り響
臨
泉
和

岡
」

ク

h
噂
馴
 

湊
姥
稲
広
七
浅
福
豊

野
神
松
福
若
石
岩
飯

平
大
金
水
米
松
一
馬
悪

川
漆
十
桃
共
長
毘

沖
中
種
小
下
上

三
高
田
新
新
俵
原
前
前

高
梅
梅
悔
中
七
石
松
 
平
西

三

下
敷
旭
五
 

日
 

日
 
日
 
日
 

「
困
 
驚
 
響
 
饗
 

‘
ー
 

ー
 

‘
ー
 

，
ー
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま

す
 

10月 4日 

（月） 

10月 5 日 

（火） 

10月 6日 

（水） 

10月 7 日 

（木） 

10月 8日 

（金） 

To月12日 
（火） 

10月13日 
（水） 
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